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　魚介類中の水銀残留暫定的規制値は総水銀濃度で0．4
μg／g，メチル水銀濃度として0．3μg／g（総水銀換算）と
定められており’），現在の日本ではかっての「水俣病」の
ような大規模かつ高濃度の水銀による食品汚染が起きる可
能性は低いと考えられる．しかし近年，中国産の鰻蒲焼
き2）や鯨内臓食品から暫定的規制値を大きく上回る総水銀
が検出され3・4），また，人為的汚染が考えにくい遠洋の魚
介類からも検出されるなど，魚介類の水銀汚染は依然とし
て懸念される問題となっている．
　厚生労働省は，平成15年に耐用摂取量についてこれま
での基準3．3μg／kg体重／週を2、0μg／kg体重／週と厳し
く見直し5），平成17年に，「水銀を含有する魚介類等の摂
取に関する注意事項について」の中で妊婦等を対象とした
摂食に関する注意事項6）を公表している．平成15年国民
健康・栄養調査報告7＞によると北海道民の魚介類の摂取量
は，平均ユ04．7gと肉類の65．7gを大きく上回っており，
全国平均の魚介類86．7g，肉類76．9gと比べても食事に
占める魚介類の割合が高い数値となっている．また，流通
や食の多様化により摂取する魚介類の種類が多岐に渡るこ
となどからも，日常的に摂取している魚介類の水銀濃度を
継続的に把握していくことは重要な課題となっている．こ
のような背景を踏まえ当所では，北海道近海魚介類の総水
銀濃度の実態調査を行政検査として続けてきており8－12），
前報では，平成9年度～12年度の調査結果について報告
した12）．本報では，平成13年度から17年度の5一年に調
査した結果について報告する．
方 法
　調査対象とした魚介類は，保健所の協力により，道内各
地の卸売市場，漁協，商店から入手した．各検体は罪報12）
に従い試料調製を行い，石英管燃焼吸収法で前処理を行っ
た．試薬はすべて和光純薬工業㈱製有害金属測定用を用い，
還元気化一フレームンス原子吸光法による平沼式水銀濃度
計HG－1（平成13～14年）及びHG－200（平成15年以
降）を使用し総水銀濃度を測定した．
結果及び考察
　平成13年度から平成17年度において調査した魚介類は，
27種類，98検体であった．表1に魚類，表2に貝類等の
総水銀濃度の測定結果を示す．
　次の魚類は高めの総水銀濃度（μg／g）を示した．アン
コウ（0．072～0．ユ25），アイナメ（0．082～0．202），カジカ
（0．063～0．206），ハッカク（0．094），ソイ（0．069～
0．126），ヤナギノマイ（0．064～0．197），キチジ（0．199），
タラ（0．041～0．151）．また，メヌケの総水銀濃度は暫定
的規制値の2倍以上の0．883であったが，本魚は深海性魚
介類であることから規制対象外とされている13）．
　その他の魚の総水銀濃度は過去の報告と同等のレベルで
あった14－17）．
　ホヤでは定量限界値0。005未満，ホタテガイ，カキ，
ホッキガイなどの貝類では，0．006～0．058と前報12）同様
低い値を示した．甲殻類では，前報12）でベニズワイガニ
が0．499と規制対象外ながら暫定的規制値を超える値を示
したが，今回調査したハナサキガニは0．009と低い値で
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表1北海道近海産魚介類中の総水銀測定結果（魚類）
目 科 種名 　　　　　　　総水銀濃度（μg／g湿重量）検体数　　　　最小値　　最大値　　平均値
　　　　　水分（％）
±SD　　（最小値一最大値）
アンコウ目　アンコウ科 アンコウ 2 0，072 0．125 0，099 84．5－84．9
エイ目 エイ科 カスベ 2 0．045 0．074 0．060 78．0－80．0
カサゴ目　アイナメ科 ホッケ
アイナメ
13
3
0．015
0．082
0．097
0．202
0．042
0．113
0．026
0．078
70．7－78．9
75．8－79．5
カジカ科 カジカ 2 0．063 0．206 0．135 79．2－79．3
トクビレ科 ハッカク 1 0．094 77．7
フサカサゴ科　　ソイ
　　　　　　　ヤナギノマイ
　　　　　　　キチジ
　　　　　　　メヌケ＊
2
3
1
1
0．069
0．064
0．126
0．197
0．098
0．122
0．199
0．883
0．068
77，4－80．0
78，2－78．6
　66．6
　76．2
カレイ目　カレイ科 カレイ類 8 0．011 0．033 0．024 0．009 76．9－81．7
ヒラメ科 ヒラメ 1 0．040 78．7
サケ目 キュウリウオ科　シシャモ 5 0．012 0．038 0．023 0．011 72．6－76．2
サケ科 サケ 10 0．018 0．030 0、023 0．004 70．9－76．7
スズキ目　　アジ科 フクラゲ 1 0．036 76．2
ハタハタ科 ハタハタ 3 0．015 0．034 0．022 0．010 74．9－77．9
ダツ目 サンマ科 サンマ 8 0．047 0．067 0．054 0．007 57．4－62．7
タラ目 タラ科 スケトウダラ
タラ
1
6 0．041 0．151
0．027
0．073 0．004
　81．5
79．8－81．1
水銀の暫定的規制値＝総水銀濃度　0．4μg／g
＊規制対象外
表2　北海道近海産魚介類中の総水銀測定結果（貝類など）
目 科 種名 　　　　　　　総水銀濃度（μg／g湿重量）検体数　　　　最小値　　最大値　　平均値
　　　　　水分（％）
±SD　　（最小値一最大値）
ホヤ目 ホヤ科 ホヤ 1 〈0．005 83．9
エビ目 タラバガニ科　ハナサキガニ　　1 0．009 78．3
タラバエビ科　アマエビ 1 0，051 79．0
ウグイスガイ目　イタヤガイ科ホタテガイ 3 0．006 0．013 0．011 0．004 76．9－83．4
イタボガキ科　カキ 8 0．OlO 0．058 0．021 0．016 80．4－89．1
マルスダレガイ目　バカガイ科　　ホッキガイ 4 0．007 0．010 0．008 0．001 81．3－86．1
タコ目 タコ 1 0．023 83．4
ツツイカ目　　アカイカ科　　イカ 6 0．013 0．044 0．029 0．012 76．4－78．3
水銀の暫定的規制値：総水銀濃度　0．4μg／g
あった．
　アンコウ，タラ，メヌケといった200m以深に生息す
る魚種は，過去の報告と同様に高い総水銀濃度を示し
た8－12・14）．
　本調査からカサゴ目，特にフサカサゴ科の魚類とアイナ
メ科のアイナメから0．ユμg／g以上の総水銀濃度が検出さ
れた．しかし，同じアイナメ科であっても遊泳性のホッ
ケ18）の総水銀濃度は，アイナメの1／2程度であり，生息
環境の違いが総水銀濃度に影響を与えていると考えられた．
これらの詳細を明らかにするためには，今後もさらなる
データの蓄積を図る必要があると考えられる．
　今回の調査においても，規制対象外のメヌケを除き，魚
介類中の総水銀濃度は，暫定的規制値0．4μg／gを超えな
かった．しかし，メチル水銀の耐用摂取量が2，0μg／kg
体重／週に引き下げられ，妊婦の一部魚介類摂取に目安が
設定されるなど5），安全性への関心が高まるなか，魚種に
よっては，暫定的規制値の1／2に近い総水銀濃度が検出さ
れており，今後も魚介類の総水銀濃度を継続的に測定して
いく必要がある．さらには，分析データの少ない，缶詰を
はじめとする魚介類加工品の調査も急務であると考える．
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　本稿を終えるにあたり，検体採取などにご’協力頂きまし
た北海道保健福祉部保健医療局食品衛生課ならびに各保健
所の関係各位に深謝いたします．
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